
 

 

 

2024年度 

創発的研究支援事業 年次報告書【公開版】 

 

 

研究成果の概要 

本研究プロジェクトでは、Fabry–Perotキャビティに基づくフォノンポラリトンを極低温下で生成し、

キャビティ内の真空場を介して固体物性の制御を目指している。本年度は（1）極低温下での実装の基

盤となる、室温下におけるフォノンポラリトン生成系の構築、および THzキャビティの形成、（2）極低

温測定のための分光用クライオスタットの設計、の 2 点に重点を置いて取り組んだ。 

（1）については、極低温下のフォノンポラリトン実験に向けた室温プロトタイプ実験を実施した。ま

ず、1030 nm で発振する Yb オシレーター（繰り返し周波数 76 MHz）を光源とし、GaP結晶中の光学整

流効果を用いて 1–3 THz 帯の THz 波を発生させた。生成された THz 波形は、同じく GaP 結晶を用いた

電気光学サンプリング法により検出した。さらに、溶融石英基板上に ITO膜を形成することで THzミラ

ーを作製し、二枚のミラー間隔を 10 µm オーダーで精密に制御することで THzキャビティを形成した。

その結果、0.5–1 THz帯において明瞭なキャビティモードを観測することに成功し、発生させた THz光

源が本実験に耐えうる十分な輝度を有することを示した。ただし、溶融石英基板では高周波数側の THz

吸収が顕著であることが判明したため、今後は Z-cut 水晶基板への変更を予定している。 

また、キャビティ内に導入する材料として、有機鉛ペロブスカイトの試料調整を共同研究者と協力して

進めるとともに、そのフォノンモードの理論解析も行っており、2025 年度にはキャビティ中への試料

導入を目指す。 

（2）に関しては、ユニソク社との共同により、極低温下でもミラー位置の微調整が可能な分光用クラ

イオスタットの設計を進めた。ミラーや試料の位置・傾きの調整を含む 10軸以上の高精度ステージ設

計を完了しつつあり、2025 年度中盤の導入を目指している。 
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